X 月 X 日 雨。 

午前 十 時、 田 村 町 特許 事務所に 出勤。 

I 卞の 垂れた 洋傘 を ひつ さげて、 部屋の 扉 を 押して 

入った とたんに、 応接 椅子の 上に、 腰を下ろ していた 

見慣れぬ 仁が、 ただならぬ 眼光で、 余の 方 を ふりかえつ 

た。 

事件 依頼の 客 か。 門前 雀羅の わが 特許 事務所と して 

は、 ちかごろ 珍ら しい こと だ。 

「よう、 先生。 特許 弁理士の 加 古 先生 は あんた ですな」 



いです かな」 

身命 を拗げ うって は、 どうもお かしい が、 客の 真剣 

味が 窺われて、 余 は 大いに 好意 を 沸かした。 

「承知いた しました。 それで は、 早速ながら そのご 発 

明と いうの を 伺いましょう」 

「待った。 発明 は 極秘で ある。 お 人払いが 願いたい」 

「お 人払い？ 給仕の 外に、 誰もい ません が …… 」 

すると 客 は、 恐ろしい 顔 をして、 首 を 左右に ふつた- 

給仕 もい けない というの か。 余 は、 発明の 秘密 性 を 守 

らんと する 客の 心情 を 尤もなる ことと 思い、 絵 仕のと 

ころへ いつ て、 



ません が …… 」 

「出来なくて どうします。 実現で きない こと は、 発明 

として は 無価値 だ」 

客 は、 あべこべに 講釈ぶ つた。 

「しかし、 そんな ことが 出来ます かな あ。 まず、 どう 

い う 具合に それ を 行う のか 実施 様態 を) J 説明 願 いたい 

もので …… 。 つまり 腕 を、 もう 一本 殖やす について は、 

どういう こと をして、 それ を 仕遂げる か」 

「それ は、 いえません よ。 実施の 様態 をい えば、 せつ 

かくの 秘密が、 すっかり 洩れて しまう。 それ は 出来な 

い」 



置いた。 そして、 余が、 その 金 は、 まあ 待って くれと 

いうの を、 彼 は 振り切る ようにして 余に 押しつけて、 

帰って いった。 

さあ、 金が 入った ぞ。 いくら 置いて いった かなと、 

余 は、 恥 かしい 次第ながら、 その 封筒に 手 を かけた と 

き、 あわただしく 入口の 扉が あいて、 その 客 —— 田 方 

堂十郎 氏が 舞い戻つ てきた。 

(失敗った。 金 を 取り戻しに 来た か) 

と、 余 は、 がっかり したが、 それ は 余の 恐怖心に 属 

する ものであって、 そうではなかった。 

「いや、 大事な 忘れ もの をし ましてな あ」 



の だ。 

近頃め ずらしく、 大金が 入った ので、 余 は、 もう 何 

にも 考える 気持に なれ なくなった。 事務所 を 閉めて 家 

路 へ 急ぐ。 

2 

X 月 X 日 晴。 

午前 十 時、 田 村 町 事務所へ 出勤。 

きょうは、 いよいよ、 依頼者 田 方 堂十郎 氏の ために、 

三本 腕の 発明の 明細書 を 書く 決心で あつ た。 



余 は、 もう 一 度 読み かえす と、 それ を タイプライタ ー 

学校へ 持って行って、 至急 叩いて くれる ように 頼み、 

その 足で、 製図 商会へ いって、 三本 腕の 製図 を 依頼し 

て 来た。 
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X 月 X 日 晴後 曇。 

本日 『多 腕 人間 方式』 の 出願書類 を麴町 三年 町の 特 

許 局 出願 課 窓口へ 持参し、 受付け て もらった。 これで、 

あと は、 審査官の 出様 を 待つ ばかりで ある。 



今、 特許 局 は、 人手不足で あるから、 審査の 済む の 

は、 明年の 春 ごろであろう。 

X 月 X 日 雪。 

午前 十 時、 田 村 町 事務所へ 出勤。 

綻を あけて、 部屋に 入る。 

給仕 高木 は、 ついに 辞職した。 母親が 病気 だとい つ 

ていたが、 これ は噓 で、 本当 は 軍需工場へ 通う ことに 

なったら しい。 その 工場に は、 日 比 谷 公園の よりも、 

もっとい い ブランコが あるので あろう。 

そこで、 このごろ は、 余 ひとりで 出勤し、 余 ひとり 

で 掃除 も すれば、 茶 も 沸かす。 結局 この 方が、 気楽で 



理由 通知 書であった ので ある。 

『本願 ハ 左記 理由 ニ仍リ 拒絶 スべ キモ ノト 認ム。 

意見 アラバ 来ル X 月 X 日 迄 二 意見書 ヲ 提出 ス ベ 

シ』 

と、 あっさり 殺し文句 があって 『左記』 のと ころに 

は、 

『本願 ノ 要旨 ハ、 義手 ヲ 人体 二 添 架 スルニ 在ルモ 

ノト 認ム。 然ルニ 本願 出願 以前、 帝国 領土 内 二 於 



余 は、 その 拒絶 理由 通知 書 を 机の 上に 置いた まま、 

二 時間 あまり、 溜息ば かりつ いていた。 時間が 経つ に 

従って、 審査官に 対する 向つ 腹 は 引 込んで、 だんだん 

と 情けな さが、 こみあげて 来た。 これ は、 なんとかし 

ない といけ ない。 

X 月 X 日 雪な おやまず。 

余 は、 ついに、 審査官に 面会 を 求めた。 『多 腕 人間 方 

式』 に関して、 審査官の 蒙 を 啓かん ものと、 特許 局の 

階段 を 踏みならしつつ、 三階まで 上って 来たので ある。 

応接室に 待って いると、 係りの 神 谷 審査官が、 横手 

の 厚い 扉 を 開いて、 現われた。 審査官 は、 余の 顔 を 見 



X 月 X 日 雪 やむ。 

意見書 を 提出せ リ。 
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X 月 X 日 晴、 風 強し。 

神 谷 審査官より、 またまた 拒絶 理由 通知 書が 来た。 

愕 いて、 これ を 読み下す と、 拒絶 スべキ モノ ト認ム 

という 主文 は 同じで、 その 理由と して は、 次の ような 

ことが 綴られて いた。 これ は、 この 前の 理由と は 違つ 

た 別個の 理由であった。 それによ ると、 



したので あった。 

(千手観音 を 担ぎ だすなん て、 こいつ は、 いよいよ 

以て 非常識 だ。 発明 内容と いう 奴が、 あの 審査官に は、 

てんで 分って はいない の だ) 

余 は、 天井 を 仰いで、 慨歎 これ 久し ゆうした。 その 

揚句、 余 は、 原稿紙 をのべ、 ペン をと りあげる と、 た 

だち に すらすらと、 審査官へ 申し送る ベ く 次の ような 

意見書 を 書いた。 

意見書 



早速 この 意見書 は、 タイプへ 回した。 夕方に は、 そ 

れが 出来て きたので、 ただちに 郵便局へ 出掛け、 特許 

局 宛 書留で 出した。 

これで 黒白が 決定 しないと すると、 この 出願 事件 は、 

大体 脈が なくな つ たも 同様 だ。 

X 月 X 日 また 雪 

万歳。 

つ いに 意見 は徹 つた。 

特許 局から、 公告 決定の 通知が、 舞い こんで 来た。 

公告 決定 通知 



の 日 は、 先へ 伸びる。 なるべく、 異議 申立ての ない 方 

がよ ろしい が、 たとえ 申立てが あつたと しても、 こつ 

ち は 作戦お さお さ 怠りな ので あるから、 ただちに 起つ 

て、 異議 申立 方 を 撃滅す るであろう。 

公告 決定の 悦び を、 発明者 田 方 堂十郎 氏に 一 刻 も 早 

く 伝えたかった ので、 余 は 事務所の 表に 錠 を かけ、 こ 

の 通知 書 を 懐に して、 田 方 氏 を、 蒲 田 X 丁目なる 氏の 

止宿して いる アバ ー 卜に 訪ねて いった。 

ところが、 氏に は、 会えなかった。 

氏 は、 一力 月 ほど 前から、 ぶら リと 出て いった まま、 

いまだに 帰って こない そうで ある。 アバ ー トの 監理 人 



X 月 X 日 曇り、 また 雪ち らちら。 

本日 も 出勤。 長蛇 逸した る 如き 金 一 百 円の 成功 報酬 

を、 今日 も 机の 前に 坐って、 残念が る こと、 例の 如し。 

しかると ころ、 午前 十一 時 ごろ、 余 は、 未知なる 二 

人の 紳士の 来訪 を 受けたり。 金卷七 平氏 及び 後 頭 光一 

氏な リ。 

余 は、 心 を 静めて、 両氏 を 引見した。 両氏の 用件 は、 

意外に も、 先日 公告の 『多 腕 人間 方式』 の 権利 を 買い 

たしと いう ことだった。 両氏 は、 それにつ いて 食事で 

もしながら、 懇談した きが 故に、 ぜひお 伴 をと いう。 

依って 余 は、 両氏の 請う がま まに 身 を 委せ、 築地の 某 



「しかし。 三本 目の 腕 をつ ける 場所が、 ちょっと 心配 

になる のでして ナ、 背囊を 背負う のに 邪魔に なった リ、 

艇け 足に 邪魔に な つたり する ので は 困る ですからな 

あ」 

両氏の 話 を 聞いて いると、 あの 『多 腕 人間 方式』 を 

兵器に 利用す る 計画の ようであった。 そこで 余 は、 両 

氏に 説明 を 求めた。 

「 … … ，， J 他言 は 絶対な さらない ように 願います が、 実 

は、 あれ を 作った うえで 新兵 器に 採用 願う 計画な ので 

す。 要するに、 三本 目の 腕 を、 兵隊さん に 取 付ける の 

です。 兵隊さん の 腕が、 三本に ふえる と、 とても 強く 



なります よ。 たとえば、 射撃 をす る 場合 を 15- に とりま 

すと ね、 一 本の 手 は 銃身 を 先の 方で 握り、 他の 一 本の 

手 は、 遊底 をう ごかし、 そしてもう 一本の 特許の 腕 は 

引金 を 引く。 そうなる と、 小銃の 射撃 速度 は、 たいへ 

ん 速くなります。 また、 白兵戦の 場合で もそう です。 

敵と 渡り あう とき、 敵の 二 本 腕に 対して、 こっちの 二 

本の 腕で 五分五分の 対抗が できます。 そうして、 敵の 

二 本 腕の 活用 を 阻止して おき、 こっち は 特許の 三本 目 

の 腕 を、 そろそろ 繰り出して 軍刀 を 引つ こぬ き、 ぶす 

りと 敵の 背中 を剌 して 倒します。 そう なれば、 三本 腕 

の 兵の 方が、 絶対 優勢です。 そうじゃありません か」 



円になる のです か」 

余 は、 もう 愕 きを、 隠して いる ことができなかった 

「よろしい。 なんとしても 発明者 を 探し出して、 連れ 

てまい りましょう。 もちろん、 実物 も、 彼氏のと ころ 

にある はずです から、 持参して ご覧に いれられ るよう 

に 計らいましょう」 

余 は、 すべて を 請 合った のだった。 
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X 月 X 日 晴、 風 強し。 



ついに、 発明者 田 方 氏の 所在が 分った。 

例の アバ— トの おかみ さんが、 極力 あの 区 一帯 を 捜 

索して くれた 結果、 ついに 分った のであった。 氏 は 

しゃあしゃあ として、 付近に ある 他の ァパ ） ^に 住ん 

でいた のであった。 

余が 入って いくと、 発明者 田 方 氏 は、 ベッドの うえ 

に 寝て、 本 を 読んで いた。 

「や あ、 これ は …… 逃げ かくれ はしない」 

彼 は、 愕 いたよう す もな く、 ベ ッドに 寝た ままで あつ 

た。 

「ご 病気です か」 



そういって、 田 方 氏 は 首 をち よいと 曲げた。 すると 

とつぜん、 頭巾が、 が しゃがし やと 動きだし、 すつ ー 

と 長く 伸びた かと 思う と、 その 先端が、 くるつ と 曲つ 

て 本の 方への び、 そして 本の ぺ ー ジを 折る と、 ばたり 

と 本 を 閉じた。 すると 田 方 氏 は、 頤を ひいた。 すると 

今度 は、 その 機械の 腕 は、 本 を 持った まま、 す ー つと 

横の テ— ブルのう えへ 持って いって、 静かに 置いた。 

(あれえ、 これが、 氏の 発明の 三本 目の 腕なん だな) 

余 は、 息が とまった ように 思った。 

田 方 氏 は、 首 を 反対の 方へ 曲げた。 すると 長く 伸び 

ていた 機械 腕 は、 ば さっと 音 をた てて、 氏の 頭のう え 



に 畳まれて しまい、 元の ような 頭巾に なって しまつた- 

「ほう、 素晴らし いご 発明です ね」 

と、 余 は 心から 讚辞 を呈 した。 

「しかし、 三本 目の 腕 を、 頭に 取り付け るんだ と は、 

考えつきませんでした」 

「寒い とき は、 三 木目の 腕 を 使う に 限る です ぞ。 なに 

しろ 機械 腕の こと だから、 出し放しに してお いても、 

寒くな しさ。 首の 運動 次第で、 こいつが どうで も 自由 

に 動く のです。 なかなか 具合が よろしい。 あまり 具合 

がいい もの だから、 だんだん ものぐさく なって、 どち 

らへも 失礼して いた というわけだが、 借金ば かり 殖え 



底本 ： 「十八 時の 音楽 浴」 早 川 文庫、 早 川 書房 

1976 (昭和^-) 年 ー 月^日 発行 

1990 (平成 2) 年 4 月^日 2 刷 

入力 ： 大野 普 

校正 ： 福 地 博 文 

2 000 年 3 月 8 日 公開 

2 006 年 7 月^日 修正 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



